
○医療に係る安全管理のための指針の整備

・A類型に関する院内の報告体制の整備

・医療事故の判断に関するプロセスと記録の整備
必要 必要 必要

○医療安全管理者の配置
診療所、助産所では管理者が兼務可（病院は不可）

必要 必要 不要

○「医療事故に係る適切な対応に関する研修」の受講
（令和11年4月1日～）

必要 不要 不要

病院 入院施設の有る診療所
入所施設の有る助産所

入院施設の無い診療所
入所施設の無い助産所

・年間120件以上の全身麻酔手術・分娩
を実施する診療所

・件数を問わず分娩を実施する助産所

YES NO

上記に加え、全ての病院、診療所及び助産所において、管理者は重大な事故の発生の報告を受けた場合には、当該診療の
継続の可否の検討を含めて適切な対応を行うこと。

別添２
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